
WISS2013

Bezel Check: ベゼル上におけるダブルクロッシングジェスチャ

黒澤敏文　　　志築文太郎　　　田中二郎∗

概要. 本稿では携帯型タッチスクリーン端末における新たなジェスチャである Bezel Checkを示す．Bezel
Checkによりユーザは 1ストロークの動作にてデータを空間的に配置する事が可能となる．Bezel Checkは
ベゼルを開始点として画面端を通過するダブルクロッシングジェスチャであり，以下に示す利点を持つ．1)
素早い操作を行う事が出来る．2)従来のタッチジェスチャと共存出来る．3)データを空間的に配置出来る．
我々は Bezel CheckによりテキストのコピーやWebページのブックマークを行い，コピーされたデータを
素早く使用出来るシステムデーモンを作成した．

1 はじめに

スマートフォンやタブレット端末等の携帯型タッ
チスクリーン端末はタッチやスワイプ等のシンプル
なジェスチャの組合せにより用いられている．しか
しながら，コピーやペースト等，頻繁に用いられる
コマンドには操作に多くの時間を要するものがある．
例えば，Windows 8タブレット上においてユーザが
テキストをコピーするためには，テキストを選択し，
ロングタップによりポップアップメニューを表示し，
メニューから「コピー」を選ぶ必要がある．
本稿では，携帯型タッチスクリーン端末において

1ストロークの動作にて素早くデータを空間的に配
置する事が可能となるジェスチャであるBezel Check
を示す．Bezel Check はピンチやスワイプ等の従来
のタッチジェスチャと競合せず，これらと共存する
事が出来る．

2 関連研究

本手法にて用いられるジェスチャと同様にベゼル
を開始点とするジェスチャが多く研究されてきた [2,
3, 5, 4]．Bragdonらは，ベゼルを開始点とするジェス
チャはモバイル環境において最も速いジェスチャで
あり，ユーザに最も好まれる事を示した [1]．Rothら
は，ベゼルからのスワイプにより従来のマルチタッチ
ジェスチャと競合せずに操作出来る手法Bezel Swipe
を提案した [4]．我々は，ベゼルをジェスチャの開始
点としてのみならず終了点としても用いる事により，
物理的空間へデータの配置を行う事を可能にした．

3 Bezel Check
Bezel Checkは携帯型タッチスクリーン端末のベ

ゼル上におけるダブルクロッシングジェスチャであ
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図 1. a) Bezel Checkの実行 b)仮想クリップボード（上
部の矩形）の表示 c)ベゼルからのシングルクロッ
シングにより表示されるマーキングメニュー

る．ユーザはまず，テキストまたはウェブページ等
のオブジェクトを通常通りの方法を用いて選択する．
続いて，ユーザはベゼル上にてダブルクロッシング
ジェスチャをする (図 1左)．即ち，ユーザはチェック
マークを描くようにタッチスクリーンのベゼルから
画面内部へスワイプし，またベゼルへ指を戻す動作
をする．すると，Bezel Check を行ったベゼル付近
の画面端に仮想クリップボード (図 1b上部の矩形)
が作成され，選択されたオブジェクトのデータがそ
こに格納される．仮想クリップボードに格納された
データを参照するには，ユーザはまずそのデータを
用いるアプリケーションにフォーカスを移す．続い
て，ベゼルから参照したいデータが格納されている
仮想クリップボードをクロッシングするようにスワ
イプする．すると仮想クリップボードを中心にマー
キングメニューが展開されるので，ユーザはその中
から実行したいコマンドを選択し，指を離す（図 1
c）．
また，ユーザは画面端に配置された仮想クリップ

ボードに対して，移動/他の仮想クリップボードとの
統合/消去を行う事が出来る．ユーザが統合された仮
想クリップボードにタッチした際，その内容がその
仮想クリップボードを中心に展開される（図 2左）．
ユーザは統合された仮想クリップボード内のデータ
を用いたい場合，展開されたデータをベゼル部分か
らスワイプする事により選択し，表示されたマーキ
ングメニューからコマンドを選択し，指を離す（図
2右）．これにより，ユーザは容易に仮想クリップ
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ボードの位置関係の変更や，データのグルーピング
を行う事が可能となる．

3.1 利点

Bezel Checkはベゼルからのダブルクロッシング
動作のみにより用いる事が出来るため，次に挙げる
利点を持つ．

1. 素早い操作：Bezel Checkは 1ストロークにて
操作できるため，ユーザはコピー等の動作を
通常の方法よりも素早く行う事が可能となる．

2. 従来のマルチタッチジェスチャとの共存：ベ
ゼルからのスワイプ動作には，ピンチや通常
のスワイプ等の従来のタッチジェスチャと競
合せず，これらと共存出来るという利点を持
つ [4]．

3. 空間的なデータ配置：ユーザは画面端の任意の
位置にデータを配置する事が出来る．そのた
め，ユーザはデータをタッチスクリーンの四
辺に分類して配置する事が出来る．また，デー
タは画面端に表示されるので画面の表示領域
をあまり減少させない．

図 2. (左)ベゼルからのスワイプによる，複数データが格
納された仮想クリップボードの展開 (右)コマンド
の選択

3.2 アプリケーション

我々は携帯型タッチスクリーン端末においてBezel
Checkを提供するシステムデーモンを開発した．本
手法により展開されるマーキングメニューに表示さ
れるコマンドは，端末上においてアクティブになっ
ているアプリケーションに依存して決定される．今
回の実装では，テキストエディタ・Webブラウザ・
PDFビューアの 3種類のアプリケーションを対象に
した．表 1にそれぞれのアプリケーションがアクティ
ブである場合に展開されるマーキングメニューの内
容を示す．

4 実装

我々は 3.2節にて述べたシステムデーモンをWin-
dows 8タブレット上に C# .NETを用いて実装した．
ベゼル上におけるダブルクロッシングジェスチャを
検出するために，我々は画面端にタッチ検出を行う
半透明ウィンドウを配置した．このシステムデーモ
ンは，常にアクティブアプリケーションを監視する．

表 1. 各アプリケーションがアクティブである場合に展開
されるマーキングメニューの内容

アプリケーション マーキングメニューの内容
テキストエディタ ペースト/テキスト検索

Webブラウザ ペースト/テキスト検索
URLを開く/Web検索

PDFビューア テキスト検索

アクティブアプリケーションと仮想クリップボード
との間においてデータを送受信するために，システ
ムデーモンはキーイベントを送り， OSから提供さ
れるクリップボードを中継地点として使用する．例
えば，ユーザがテキストエディタをアクティブにし
Bezel Checkを実行すると，システムデーモンは選択
されたテキストを OSから提供されるクリップボー
ドにコピーするために Ctrl+C のキーイベントを送
る．その後，システムデーモンは OSから提供され
るクリップボードからWindows APIを用いてコピー
されたテキストを取得する．また，ベゼル部分に保
持されたテキストをエディタ上にペーストする際に
は，システムデーモンはWindows API を用いてそ
のテキストを OSから提供されるクリップボードに
コピーし，その後 Ctrl+Vキーイベントを送る．

5 まとめと今後の予定

本稿では，携帯型タッチスクリーン端末において
1ストロークの動作にて素早くデータを空間的に配
置する事が可能となるジェスチャであるBezel Check
を示した．Bezel Checkはピンチやスワイプ等の従
来のタッチジェスチャと競合せず，これらと共存す
る事が出来る．
今後は，画像や一般ファイル等のテキスト以外の

データへの対応と，操作速度やエラー率等の定量的
評価，また使用感等の定性的評価を行う．
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